
た の で す 。　
最 後 は 、 私 に と っ て 特 に

思 い 入 れ の 深 い 若 草 大 橋 有料 道 路 で す 。 こ れ は 上 流 側の 栄 橋 （ 利 根 町 ） 付 近 で 交通 緩 和 を 図 る た め の 、 第 ２栄 橋 の 計 画 か ら 始 ま っ て いま す 。　
利 根 川 を は さ ん で 茨 城

県 、 千 葉 県 の 市 街 地 状 況 を考 え て の ル ー ト 案 は 、 現 ・栄 橋 か ら だ い ぶ 下 流 側 に 計画 さ れ 、 こ れ で は 新 橋 が でき て も 栄 橋 の 交 通 緩 和 に は繋 が ら な い の で は 、 と 心 配の 声 が 上 が っ て お り ま した 。 私 が 道 路 建 設 課 長 補 佐の 時 の 話 で す 。　
早 朝 か ら 、 担 当 と 何 度 も

何 度 も 現 場 に 足 を 運 ん で 、対 策 を 考 え 続 け ま し た 。 結果 的 に 、 栄 橋 付 近 の 交 差 点改 良 な ど を 進 め る と と もに 、 新 橋 と 美 浦 栄 線 バ イ パス 事 業 を で き る だ け 早 く 進め る こ と 、 現 ・ 千 葉 竜 ケ 崎線 と の ア ク セ ス 性 を 高 め るこ と と し た の で す 。　
具 体 的 に は 、 主 要 地 方 道

取 手 東 線 、 県 道 立 崎 羽 根 野線 、 河 内 竜 ケ 崎 線 の 整 備 です 。 事 業 を 促 進 す る こ と もあ り 、 千 葉 県 側 の 国 道 ３ ５６ 号 か ら 取 手 東 線 ま で の 、利 根 川 渡 河 部 を 含 む 延 長１ ・ ７ ㎞ は 、 有 料 道 路 事 業を 活 用 す る こ と に な っ た の

に つ い て 、 有 料 道 路 と し て道 路 公 社 が 工 事 に 着 手 し まし た 。　
ト ン ネ ル 工 事 は 延 長 ７ ３

０ ｍ 、 掘 削 は Ｎ Ａ Ｔ Ｏ Ｍ 工法 、 昼 夜 作 業 に よ り 両 側 工区 か ら 掘 削 し ま し た 。 日 立山 方 線 取 付 部 は 、 ル ー プ 式高 架 橋 に よ り ト ン ネ ル と 県道 の 落 差 を 結 ん で い ま す 。緩 や か な 勾 配 で 弧 を 描 く 高架 橋 の 景 観 は 、 ほ ど よ く 日立 鉱 山 の 山 並 み に 馴 染 ん でい ま す 。　
高 鈴 ト ン ネ ル の 掘 削 も 予

定 ど お り 進 み 、 最 終 発 破 スイ ッ チ を 入 れ る 貫 通 式 が 行わ れ ま し た 。 事 業 関 係 者 を招 き 、 開 通 式 ま で の 工 事 安全 を 祈 願 し ま し た 。

　
現 在 、 茨 城 県 道 路 公 社 で

は 、 日 立 ・ 水 海 道 ・ 常 陸 那珂 ・ 若 草 大 橋 の ４ 路 線 で 料金 徴 収 を し て お り 、 道 路 清掃 、 草 刈 な ど 必 要 な 維 持 管理 を し な が ら 、 利 用 者 が 快適 に ド ラ イ ブ で き る よ う 励ん で お り ま す 。　
日 立 有 料 道 路 は 、 常 磐 自

動 車 道 日 立 中 央 Ｉ Ｃ の 接 続道 路 と し て 整 備 さ れ た 路 線で す 。 平 成 元 年 ９ 月 、 県 道日 立 山 方 線 ま で の １ ・ ６ ㎞

　
日 立 市 へ の 玄 関 口 と な る

日 立 山 方 線 は 、 交 差 点 改 良工 事 と 宮 田 川 の 河 川 改 修 工事 を 道 路 公 社 が 受 託 施 工 しま し た 。 高 萩 土 木 事 務 所 、日 立 市 役 所 、 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ の皆 様 に は 大 変 お 世 話 に なり 、 無 事 故 で 開 通 式 を 迎 えら れ ま し た こ と 、 御 礼 申 しあ げ ま す 。　
続 い て 水 海 道 有 料 道 路

は 、 岩 井 水 海 道 バ イ パ ス の鬼 怒 川 架 橋 部 を 含 め た ２ ・７ ㎞ に つ い て 、 有 料 道 路 と公 共 事 業 費 を 合 わ せ た 合 併施 工 方 式 を 採 用 し た 事 業 です 。 有 料 道 路 事 業 を 投 入 する こ と に よ り 、 整 備 が 早 く進 め ら れ る こ と に な り ま した 。 平 成 ６ 年 、 大 臣 許 可 を

得 て 、 水 海 道 市 役 所 内 に 建設 事 務 所 を 開 設 、 工 事 が 開始 さ れ ま し た 。　
水 海 道 大 橋 下 部 工 は 鋼 管

矢 板 井 筒 工 法 、 上 部 工 は ＰＣ 場 所 打 ち 連 続 箱 桁 を 採 用し ま し た 。 道 路 部 は 平 面 交差 が 多 く 、 県 道 猿 島 水 海 道線 に は 立 体 交 差 構 造 で 交 通の 円 滑 化 を 図 り ま し た 。 現道 取 付 部 も 同 時 供 用 す る ため 、 道 路 公 社 が 施 工 し ま した 。　
工 事 を 順 調 に 進 め る こ と

が で き た の は 、 道 路 建 設 課の 皆 さ ん 、 土 木 事 務 所 、 市役 所 の 皆 さ ん の お か げ に 他な ら な い で す 。 改 め て 、 厚く 御 礼 申 し あ げ ま す 。　
次 に 常 陸 那 珂 有 料 道 路 で

す が 、 こ れ は 初 め て の 高 規格 有 料 道 路 で 、 接 続 す る 常陸 那 珂 港 南 線 を 受 託 施 工 しま し た 。 こ の 路 線 ２ ・ ９ ㎞も 、 公 共 費

･有 料 費 の 合 併

施 工 方 式 を 採 用 し て い ます 。 水 戸 射 爆 場 跡 地 に 計 画し た も の で 、 関 係 機 関 と の調 整 事 項 は 山 積 み で し たが 、 皆 様 の 暖 か い 協 力 に より 工 事 は 順 調 に 進 み ま した 。　
自 衛 隊 不 発 弾 処 理 班 に よ

り 、 年 度 ご と に ま と め て 不

　
茨 城 県 道 路 公 社 は 、 現 在

４ 箇 所 の 有 料 道 路 を 管 理 運営 し て お り ま す 。

路 で す 。 旧 国 道 ３ ５ ４ 号 豊水 橋 付 近 の 慢 性 的 な 交 通 渋滞 を 解 消 す る た め 、 整 備 が急 が れ ま し た 。 現 在 、 地 元市 の ご 協 力 に よ り 、 通 学 時間 帯 の 無 料 措 置 を 行 っ て いた だ い て お り ま す 。 私 も 、前 後 の 取 付 道 に は 深 く 関わ っ て お り 、 思 い 出 の 多 い路 線 で す 。　
３ 番 目 は 常 陸 那 珂 有 料 道

路 で す 。 北 関 東 自 動 車 道 に直 結 し 、 物 流 拠 点 で あ る 常陸 那 珂 港 や 、 国 営 ひ た ち 海浜 公 園 な ど の 利 便 性 を 高 めて い る 有 料 道 路 で す 。 延 長２ ・ ９ ㎞ で 、 日 本 道 路 公 団（ 現 在 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東 日 本 ）が 管 理 す る 東 水 戸 道 路 と 同時 に 、 平 成

1 1年 、 供 用 開 始

さ れ ま し た 。 こ の 有 料 道 路は 、 今 後 県 北 地 域 に の び てい く 地 域 高 規 格 道 路 の 基 点に も な る わ け で す 。　
ま た 、 こ の 整 備 と 東 水 戸

道 路 の 整 備 は 、 私 た ち が 道路 建 設 課 時 代 に 進 め て き た北 関 東 自 動 車 道 の 整 備 促 進に も 大 い に 役 に 立 っ て く れ

車 道 日 立 中 央 イ ンタ ー チ ェ ン ジ の 開 通に 合 わ せ 、 平 成 ５ 年
1 0月 に 供 用 開 始 し ま

し た 。 日 立 中 央 イ ンタ ー チ ェ ン ジ と 主 要地 方 道 日 立 山 方 線 を接 続 す る 、 延 長 １ ・６ ㎞ の 有 料 道 路 です 。　
こ の 日 立 山 方 線

は 、 国 道 ６ 号 と 国 道３ ４ ９ 号 を 結 ん で おり ま す 。 私 ど も も 肋

骨 道 路 と し て 関 わ り 、 重 点整 備 し た 路 線 で す 。 日 立 中央 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 開 設と 、  日 立 有 料 道 路 の 供 用 は 、国 道 ６ 号 の 日 立 市 内 で の 混雑 緩 和 に 大 い に 役 立 っ て いる の で す 。　
次 に 水 海 道 有 料 道 路 で

す 。 国 道 ３ ５ ４ 号 岩 井 水 海道 バ イ パ ス の 一 部 で 、 鬼 怒川 に 架 か る 水 海 道 大 橋 を 含む 、 延 長 ２ ・ ７ ㎞ の 有 料 道

地 域 の 慢 性 的 な 交 通 渋 滞 の緩 和 、 千 葉 茨 城 両 県 の 経 済文 化 の 交 流 に よ る 地 域 発 展が 一 層 図 ら れ る こ と を 期 待し 、 計 画 さ れ ま し た 。　
架 橋 位 置 か ら 上 流 ７ ㎞ 地

点 に 栄 橋 、 下 流 ８ ㎞ 地 点 に長 豊 橋 が あ り ま す 。 建 設 費は 有 料 費 と 公 共 費 の 合 併 施工 方 式 を と り 、 将 来 の 未 償還 金 を 抑 え ら れ る よ う 調 整し ま し た 。 用 地 取 得 は 公 共費 で 取 得 、 竜 ケ 崎 土 木 事 務所 と 共 に 交 渉 に 当 た り ま した 。　
平 成

1 3年 の 建 設 大 臣 許 可

に 伴 い 、 有 料 道 路 １ ・ ７ ㎞の 工 事 が 始 ま り ま し た 。 付近 の 地 盤 は 軟 弱 層 で 囲 ま れて い ま す 。 そ の た め 、 道 路部 に は 道 路 の 沈 下 を 防 ぐ ため の 「 深 層 混 合 処 理 」 と いう 、 地 盤 を 固 め る 工 法 を 採用 し ま し た 。 鋼 管 矢 板 井 筒と い う オ ー プ ン ケ ー ソ ン が用 い ら れ 、 橋 脚 周 辺 の 地 下水 位 を 下 げ る た め の ウ エ ルポ イ ン ト を 使 用 し ま し た 。上 部 工 は 連 続 鋼 箱 桁 を 採用 。 利 根 川 の 河 川 区 域 で ある た め 、 工 事 期 間 は 渇 水 期に 制 限 さ れ 、 仮 設 桟 橋 の 設置 方 法 お よ び 上 部 工 架 設 に台 船 を 使 用 す る な ど の 工 夫し ま し た 。　
そ し て 無 事 、 平 成

1 8年 ３

月 に 開 通 式 を 迎 え る こ と が

を 道 路 公 社 が 行 う こ と に より 、 県 土 木 部 の 負 担 を 軽 減し 節 税 を 図 る こ と が 重 要 だと 考 え ら れ る よ う に な り まし た 。　
私 は 入 社 当 初 、 経 験 豊 か

な 県 土 木 部 の 先 輩 に 指 導 を受 け な が ら 、 緊 張 し た 毎 日を 過 ご し て い ま し た 。 い ま
7 6歳 を 迎 え 、 記 憶 を 蘇 ら せ

て い く と 、 一 緒 に 過 ご し た方 々 の 懐 か し い 顔 が 浮 か んで き ま す 。　
令 和 ３ 年 、 道 路 公 社 は 設

立

5 0年 を 迎 え 、 記 念 誌 「 茨

城 県 道 路 公 社

5 0年 の あ ゆ

み 」 が 刊 行 さ れ ま し た 。 記念 誌 編 集 に あ た り 、 道 路 公社 友 の 会 一 員 と し て 参 画 させ て い た だ き ま し た 。 県 土木 部  ・  市 町 村  ・  国 土 交 通 省  ・関 係 地 権 者 ・ コ ン サ ル タ ント ・ 工 事 会 社 等 、 多 く の 皆様 に 道 路 公 社 の 事 業 を ご 理解 頂 き 、 事 業 促 進 の ご 支 援を 頂 い た こ と 、 私 個 人 にと っ て も 大 き な 財 産 と な って い ま す 。　
思 い 出 深 い 、 や り が い の

あ る 仕 事 を さ せ て い た だ きま し た 。 こ れ か ら も 、 道 路公 社 卒 業 生 の 一 員 と し て 、微 力 で は あ り ま す が 恩 返 しに 努 め て 参 り た い と 思 い ます 。  こ の 紙 面 を お 借 り し て 、重 ね て 厚 く 御 礼 申 し あ げ ます 。

�

（ 島 津 就 子 ）

設 計 ・ 変 更 設 計 作 業 と 、 めま ぐ る し い 毎 日 が 続 い て いま し た 。 大 き な 苦 労 を か けた と 思 い ま す 。　
工 務 課 長 兼 務 で 、 開 通 ま

で 所 長 を 務 め さ せ て い た だき ま し た 。 東 水 戸 道 路 と の合 同 開 通 式 で は 、 交 通 安 全祈 願 の 際 に 、 公 社 代 表 と して 道 路 上 に 立 て た こ と が 、大 変 懐 か し く 思 い 出 さ れ ます 。　
続 い て 、 若 草 大 橋 有 料 道

路 に つ い て お 話 し ま す 。 この 道 路 は 千 葉 茨 城 道 路 と いう 位 置 付 け を も っ て 、 こ の

で き ま し た 。 竜 ケ 崎 土 木 事務 所 ・ 国 土 交 通 省 河 川 事 務所 ・ 利 根 町 ・ 土 地 改 良 区 の皆 様 に は 多 大 な 御 協 力 を いた だ き ま し た 。 厚 く 御 礼 申し あ げ ま す 。　
最 後 に 月 居 ト ン ネ ル で す

が 、 こ れ に つ い て は 昭 和

5 1

年 、 天 皇 皇 后 両 陛 下 を お 迎え す る 「 全 国 植 樹 祭 」 を 大子 町 で 開 催 す る 事 に な り 、早 急 な 周 辺 道 路 整 備 が 求 めら れ た の で す 。 こ の 時 、 主要 な 進 入 道 路 と な る 月 居 トン ネ ル の バ イ パ ス 整 備 が 計画 さ れ ま し た 。　
短 期 ３ 年 間 で 仕 上 げ る た

め 、 道 路 公 社 が 有 料 道 路 とし て 建 設 、 合 わ せ て 袋 田 の滝 か ら の 公 共 区 間 も 受 託 施工 し ま し た 。 こ の ト ン ネ ルは 生 活 道 路 の 利 用 が 多 く 、地 元 と 県 が 負 担 し ３ 年 で 無料 化 が 実 現 。 奥 久 慈 の 観 光道 路 と し て 親 し ま れ て い ます 。

　

　
以 上 、 道 路 公 社 事 業 を 紹

介 さ せ て 頂 き ま し た 。 有 料道 路 は 本 来 単 独 事 業 で あ るも の で す が 、 近 年 不 採 算 の路 線 が 増 え た こ と な ど から 、 未 償 還 金 が 残 ら な い よう 公 共 有 料 合 併 方 式 が 多 く採 用 さ れ る こ と に な り ま した 。 重 要 路 線 を 早 期 に 集 中し て 工 事 を 行 い 、 供 用 開 始を 図 る こ と 、 ま た 維 持 管 理

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ⑥公 社 事 業 は 大 き な 財 産

発 弾 を 保 存 。 国 営 ひ た ち 海浜 公 園 内 で 厳 戒 態 勢 を 敷き 、 周 辺 道 路 交 通 止 め に より 爆 破 処 理 が さ れ ま し た 。公 共 受 託 施 工 の 常 陸 那 珂 港南 線 海 浜 公 園 高 架 橋 は イ ンタ ー チ ェ ン ジ 形 式 に 、 道 路照 明 は タ ワ ー 式 で 、 道 路 入口 の シ ン ボ ル と し ま し た 。　
工 事 費 に つ い て は 、 工 区

割 り を 大 き く 設 定 し ま し たの で 、 工 事 担 当 者 は 悲 鳴 を上 げ な が ら 工 事 監 督 に 起 工

道 路 公 社 と 有 料 道 路 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 県 道 路 公 社 理 事 兼 顧 問

渡 邊 一 夫 氏 豊 島 信 拓 氏×

　
ま ず は じ め に 、 日 立 有 料

道 路 で す 。 平 成 元 年 ９ 月 から 事 業 に 着 手 し 、 常 磐 自 動

　
道 路 公 社 が 設 立 さ れ た の は 、 私 が 県 に 採 用 さ れ た

昭 和

4 6年 の こ と で す 。 鹿 島 の コ ン ビ ナ ー ト を 支 え て

い る 水 郷 有 料 道 路 が 最 初 の 仕 事 で し た 。 大 子 町 の 月居 ト ン ネ ル も 、 道 路 公 社 が 手 が け た 有 料 道 路 だ っ たの で す 。 筑 波 山 の つ つ じ が 丘 駐 車 場 も 管 理 運 営 し てい ま す 。 道 路 公 社 は 、  茨 城 県 を 支 え る 「 ち か ら も ち 」な の で す 。

�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

で す 。　
こ の 事 業 は 平 成

1 3年 に 着

手 し 、 平 成

1 8年 に 供 用 開 始

と な り ま し た 。 こ れ が 若 草大 橋 有 料 道 路 で す 。　
な お 、 こ の 路 線 は 将 来 、

地 域 高 規 格 道 路 に も 耐 え られ る よ う に し よ う と の 合 意

形 成 も で き 、 地 元 の ご 協 力を い た だ き な が ら 事 業 が進 め ら れ ま し た 。 竜 ヶ 崎ニ ュ ー タ ウ ン 側 の 了 解 も 得ら れ 、 の び の び と し た ル ート に な っ た の で す 。　
そ し て 平 成

2 7年 に は 、 主

要 地 方 道 竜 ヶ 崎 潮 来 線 ま での ５ ・ ３ ㎞ 区 間 が 供 用 さ れて 、 令 和 ３ 年 に は 竜 ケ 崎ニ ュ ー タ ウ ン の 軸 線 で あ る県 道 八 代 庄 兵 衛 新 田 線 ま

で 、 有 料 道 路 を 含 め ７ ・ ５㎞ が 供 用 開 始 と な っ た の です 。 さ ら に 整 備 が 進 ん で いけ ば 、 先 線 と 合 わ せ 、 だ んだ ん と 千 葉 茨 城 道 路 が イメ ー ジ で き る よ う に な る と思 い ま す 。　
道 路 公 社 は 昭 和

4 6年 に 設

立 さ れ 、 数 々 の 有 料 道 路 を手 掛 け て き た の で す 。 今 後の 活 躍 を 期 待 し た い と 思 いま す 。

▲ 日 立 有 料 道 路 は 、 日 立 市 内 の 混 雑 緩 和 に 役 立 っ て い る

▲ 水 海 道 大 橋 を 含 む 延 長  2. 7 ㎞ の 水 海 道 有 料 道 路

▲ 茨 城 県 と 千 葉 県 を 結 び 、 利 根 川 に 架 か る 若 草 大 橋

若 草 大 橋有 料 道 路

 「 千 葉 茨 城 道 路 」  を イ メ ー ジ

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

県 内 の 建 設 情 報 を キ メ 細 か く 網 羅

「 電 子 版 」 と 「 W e b 版 」 を 無 料 サ ー ビ ス

購 読 料 　 月 額 　5 , 5 0 0 円 （ 税 別 ）

　 茨 城 県 内 の 建 設 関 連 情 報 を 網 羅 。 企 業 利 益 に つ な が る 発 注 ・ 計 画 記 事 、 民
間 情 報 を は じ め 、 　 国 ・ 茨 城 県 ・ 自 治 体 等 の 予 算 、 人 事 、 工 事 や 委 託 ・ 役 務 等 の
入 落 札 情 報 、 企 業 ・ 団 体 の 事 業 活 動 、 新 技 術 ・ 新 開 発 情 報 な ど キ メ 細 か な 生 き
た 最 新 情 報 を 提 供 。 さ ら に 歴 史 的 な 建 造 物 の 発 掘 や 建 設 業 に 関 わ っ た 偉 人
の 紹 介 。 建 設 医 療 の 解 説 な ど ソ フ ト 的 な 記 事 も 紹 介 。 こ れ ま で の 業 界 紙 と は
ス タ イ ル や ス タ ン ス が 異 な る 建 設 業 に 特 化 し た 建 設 総 合 紙 を 発 行 。 企 業 様
の 営 業 活 動 の 情 報 収 集 を 担 う 必 読 紙 で す 。

■ 情 報 量 が 豊 富
■ 活 字 を 大 き く 、 読 み や す さ を 追 求
■ 1 面 と 最 終 面 が 基 本 カ ラ ー
■ 事 業 予 算 や 工 事 ニ ュ ー ス 以 外 に
　 天 気 予 報 や 交 通 取 締 情 報 も 掲 載

建 設 新 聞建 設 新 聞

朝  刊朝  刊

公 共 も 民 間 も 情 報 量 が 豊 富 ！

カ ラ ー な の で 、 読 み や す さ が 定 評 ！ 県 内 業 界 紙 で は 最 安 値

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）
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